
 

 

県西教育事務所だより  

「学校に元気を 先生方に自信と勇気とやる気を 子どもたちに夢と生きる力を」令和５年２月２０日発行(第８号) 
 

  

１人１台端末を活用した学びのイノベーション推進プロジェクト授業公開 
 １人１台端末やAIツール等を活用することで、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現する授
業の在り方について研究を進める本事業も２年目を終わろうとしています。県西地区では、坂東市立生子
菅小学校が社会科において、下妻市立下妻中学校が外国語科において、実証研究校として研究を進め、授
業公開を行いました。２校の先進的な実践を参考に、各校でも１人１台端末の効果的な活用を目指してい
くようお願いいたします。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  「学びのイノベーションプロジェクト報告書」を同送いたします。併せて御活用ください。 
       

「小中学校における遠隔教育実証研究事業」の成果は対面授業でも！ 
－「臨場感」「一体感」のある授業を－ 

 
今年度、県西管内では以下の３市の学校に「小中学校における遠隔教育実証研究事業」に取り組んで 

いただきました。いずれの実践においても「可視化・焦点化・言語化」を意識した授業づくりを行い、  
下記のような成果を得ることができました。さらには、遠隔教育だけにとどまらず、対面授業にもつな  
がる成果も得ることができました。 
本事業全体を監修していただいている川﨑誠司教授（東京学芸大学）からは、対面授業においても大

切にすべきこととして、以下のご指導をいただきました。 
・「臨場感」や「一体感」が感じられる授業にすることが大切である。 
・遠隔教育であっても、授業づくりの基盤は「学級経営」にある。 
それぞれの実践から参考になる部分を学校全体で共有するなどして、授業改善につなげていただきま

すようお願いいたします。 
 
 
 
 

                                                    
「小中学校における遠隔教育実証研究事業実践事例報告書」を同送いたします。併せて御活用ください。 

  

 
配信校 坂入優花先生 （下館小）  
受信校 斎藤ももこ先生（竹島小）

舘野智久先生  （上野小） 
 
３校で共通の「振り返りの視

点」を提示することで、本時のね
らいに迫れるようにした。毎時
間取り組んだ結果、振り返りの
文章量や記述内容の向上につな
がった。【焦点化】 
 
 
 
 

 
 

 
配信校 三國智子先生 (結城中） 
受信校 村松 怜先生(結城東中) 

倉持雄大先生(結城南中) 
 
受信校の各校の生徒から出さ

れた考えを、配信校で１つの画面
にまとめ、全生徒に配信（共有）
した。比較検討が容易になるとと
もに自分の考えの広がりや深ま
りにつながった。【可視化】      
         

 
↑ 全生徒に配信された画面 

 
配信校 パリタン・サムエル先生（谷貝小） 
受信校 藤田正美先生（桜川中） 
    星野治子先生（桜川中） 
 
 アドバンスクラスがスペシャ
リスト教員の指導を受信し、オ
ンラインでペアでの個別指導や
全体に向けた中間指導を受け
て、自分の考えを適切にやり取
りする力が向上した。【言語化】 

振り返りの視点を確認しながら記述する様子 

スピーチをすると
きに、どんなことを
意識して話したか 

すようお願いいたします。

筑西市  エリア型 国語科 結城市  エリア型 数学科 

（谷貝小）（谷貝小）（

桜川市  ピンポイント型 英語科 

オンラインでスペシャリストの個別指導を受ける様子 全生徒に配信された画面 

学校独自に思考ツール
「コネクトツール」を
作成しました。公開授
業ではこれを活用し、
話合いを通して変容す
る児童の思考を可視化
しました。 

下妻市立下妻中学校公開授業（令和４年12月２日）より 坂東市立生子菅小学校公開授業（令和４年11月７日）より 
学校独自のスタディロ
グファイル「My 
Plan」を活用し、生
徒は毎時間の取組をこ
のファイルに、文字、
音声、画像、動画で記
録しています。 「My Plan」に記録する生徒の様子 「コネクトツール」で考えをまとめる児童の様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

「生徒指導提要（令和4年１２月改訂）」のポイント
― キーワード「生徒指導の進め方」「重要課題への対応」 ―

 
平成22年に生徒指導に関する学校・教職員向けの基本書として「生徒指導提要」が作成されて以来、

いじめ防止対策推進法をはじめとする関係法規の成立や組織体制の在り方の変化など、学校を取り巻く環
境は大きく変化しています。加えて、いじめ重大事態件数や児童生徒の自殺者数が増加傾向にあるなど、
課題はより一層深刻化している状況にあります。 
 これらを踏まえ、生徒指導の基本的な考え方や取組の方向性を再整理し、今日的な課題に対応していく
ため、「生徒指導提要」が12年ぶりに改訂されました。 
 「生徒指導提要」の趣旨や課題等の改善に向けたポイントを、全職員で共通理解し、学校における生徒
指導の一層の推進や教師一人一人の対応力の向上を図るようお願いいたします。 

【生徒指導の定義と目的】           【児童生徒の権利の理解】 

 
【生徒指導の構造（２軸３類４層構造）】   【自殺予防に関する生徒指導の重層的支援構造】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【生徒指導提要（改訂版）】
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1404008_00001.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人事課より】            服務規律の徹底と不祥事根絶を目指して ～教育公務員としての再自覚を～ 

 
            令和５年２月１日現在 義務教育課報告数 
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交通事故（加害・被害）

令和４年度県西管内における教職員の主な事故

いばらきっ子郷土検定 ３年ぶりに参集型で開催！２月４日(土) 
郷土愛を醸成するとともに本県の魅力を広く発信することをねらいとして、

中学２年生を対象に、いばらきっ子郷土検定県大会が開催されました。 
参集型での開催で、会場内の応援が参加者にも伝わり、大変白熱した戦いが

繰り広げられました。県西地区の代表校 10 チーム中８チームが準決勝へ進む
など、県西地区の子供たちの活躍する姿に頼もしさを感じました。 
子供たちには、茨城のよさを理解し、もっと茨城を好きになり、その魅力を

多くの人に広めていってほしいと思います。 

県西地区出場校： 〇桜川市立岩瀬東中 〇古河市立古河第三中 〇境町立境第二中 〇下妻市立東部中 〇筑西市立明野中 
注：〇は準決勝進出校（優秀賞）  常総市立鬼怒中 〇坂東市立東中 〇結城市立結城南中 〇五霞町立五霞中 八千代町立東中  

立派な態度で選手宣誓 
岩瀬東中 安達さん 

結城紬の着物で参加  
結城南中生徒 

＜年度末に特に徹底してほしいこと＞ 
・飲酒運転の根絶  ・個人情報の漏洩、紛失、盗難の

防止 ・学校徴収金の適切な処理、外部監査の実施、会

計報告の徹底 

 

※先生方のけがの報告が多い一年でした。年度末の多忙な

時期ですが、くれぐれも健康、安全にご留意ください。ま

た、2 月に各校で作成した「飲酒運転根絶のための校内ル

ール」については、教育情報ネットワークのポータルシス

テム「文書共有→15̠県西教育事務所」→「飲酒運転防止の

ための学校ルールづくり」に３月上旬にアップロードしま

すので、ご確認ください。 
件 


